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【 ユーロ/ドルは 2 年連続「小動き」、過去平均の半分程度に 】 
 
今年も残り 3 週間ほど。以前レポートしたように、ドル/円の年内変動については 22.38 円（139.58-161.96
円）で早々に決着した感があったものの、それ以外の通貨ペアは果たしてどうなっているのだろうか。 
今回調べてみると、ユーロ/円やポンド/円といった円絡みの通貨ペアも年内動意はほぼ確定した感があ
る反面、ユーロ/ドルは残り日数のあいだにまだ予断を許さない気がしている。詳細は後述するが、ユーロ
/ドルはここまで 2 年連続となる「かなりの小動き」にとどまっているものの、レベルなどを勘案したうえで、
最後の「大まくり」を期待する声も少なくない。 
 
◎2024 年相場は「円主導」の展開、反面「ドル主導」は低調 
 
以前からたびたびレポートしているように、今年の為替市場は「日本円」主導の展開だ。実際、9 月 25 日
付の当レターで報じているため詳細は省くが、今年のドル/円変動幅 22.38 円は過去の平均年間変動幅
18.41 円を大きく上回るものとなった。 
 
また、ユーロ/円やポンド/円はドル/円ほど大きな変動を記録したわけではないものの、それでも前者の
変動幅が 21.00 円（154.42-175.42 円、過去の平均は 22.83 円）、後者は同 29.36 円（178.75-208.11 円、同
29.52 円）となっている。変動率も含めて考えると、ユーロ/円に若干の物足りなさは残るが、それほどおお
むね平均並み。一年間を通して、なかなか頑張ったと言ってよいのかもしれない。 
 
一方、そんなドル/円をはじめとする「円絡み」通貨ペアと対照的に、今年の「ドル絡み」の動意は極めて鈍
い。 
 
もちろん、まだ確定はしていないが、ポンド/ドルはというと年
間変動 0.1135 ドル（1.2299-1.3434 ドル）、変動率は 8.91％で
フィニッシュする可能性が高そう。ちなみにこれは、変動幅・
同率ともに 2021 年以来の低さであり、2010 年以降で見た場
合の「ワースト 4」という年間小変動となる。（12 月 10 日現在・
右表参照） 
「歴史に残る小変動」は言い過ぎだが、今年のポンド/ドルの
動意は過去と比較した場合に非常に鈍いものだったと言って
間違いなさそうだ。 
 
しかし、実を言うとポンド/ドルの動意はまだマシで、今年一
年の年間を通して本当に動かなかったのはユーロ/ドル。詳
細は右表に譲るが、今年の変動幅はわずか 0.0869 ドル
（1.0332-1.1201 ドル）で、変動幅はというとたったの 7.87％。
ザックリ言って、過去の平均変動の半分か、それ以下という
テイたらくになっている。 
 
もっとも、それでも昨年よりは「若干動いた」一年であるうえ、
わずかな望みとしてはまだ年内に先で取り上げた年内最安
値更新などが残されてもいる。 
つまり、最後の最後に「大まくり」的な変動をたどる可能性も
否定できないが、それでも変動率でいえば 2 ケタ変動を達成
するのはなかなか難しいのではなかろうか。決して諦めてい
るわけではないが、過度の期待は禁物という気もしないでは
ない。（了） 
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